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は
じ
め
に

本
稿
は
、善
光
寺
（
諏
訪
市
湖
南
）
が
所
蔵
す
る
『
当
寺
記
録
帳
』
の
紹
介

と
翻
刻
で
あ
る
。
善
光
寺
は
、
本
田
善
光
の
開
基
、
憲
瑜
（
？

－
一
三
九
〇
）

の
中
興
と
伝
え
る
、
真
言
宗
寺
院
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
諏
訪
上
宮
の
別

当
寺
院
で
あ
る
如
法
院
と
の
関
わ
り
が
深
か
っ
た
。諏
訪
地
方
の
寺
院
に
つ
い

て
は
、廃
仏
毀
釈
等
に
よ
っ
て
多
く
の
資
料
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
信
長
に
よ
る
焼
亡
か
ら
の
復
興
や
、
本
田
善
光
開
基
に
ま
つ
わ
る
逸

話
、
堂
塔
や
寺
領
の
こ
と
を
記
す
本
書
の
存
在
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
　
　『
当
寺
記
録
帳
』
の
書
誌
に
つ
い
て

『
当
寺
記
録
帳
』
の
書
誌
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
。
写
本
一
冊
。
江
戸
時
代

中
期
写
。
縦
一
三
・
四
㎝
×
横
三
七
・
〇
㎝
、長
帖
綴
。
表
紙
中
央
に
外
題
「
当

時
記
録
帳
」、
下
に
は｢

松
尾
山
／
善
光
寺
／
阿
弥
陀
院｣

と
所
蔵
寺
院
の
名

が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
左
右
に
記
さ
れ
る｢

元
久
二
丁

巳
年｣

（
左
）、「
四

月
吉
日
」
は
、『
当
寺
記
録
帳
』
成
立
時
の
年
月
日
で
あ
り
、
本
書
は
そ
の
書

写
本
で
あ
る
。
丁
数
二
〇
丁
、
一
面
一
七
行
、
一
行
あ
た
り
一
〇
字
前
後
で
、

漢
字
平
仮
名
混
じ
り
で
記
さ
れ
て
い
る
。

著
者
は
、
善
光
寺
一
七
世
、
慧
秀
（
？

－

一
七
四
九
）。
執
筆
動
機
に
つ
い

て
は
、
奥
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。

尊
智
法
印
書
写
被
成
候
御
記
録
、
及
磨
滅
候
故
、
愚
身
今
又
為
書
直
之
、

後
代
に
残
し
候
。
此
以
後
や
ふ
れ
損
し
候
節
、筆
者
を
撰
為
写
之
。
一
句

片
言
も
古
記
と
相
違
無
之
様
ニ
相
認
、
当
寺
什
宝
に
可
被
致
者
也
。

元
文
二
丁

巳
年当
寺
現
住

法
印
恵
秀
○

四
月
二
日 　

慧
秀
（
花
押
） 

こ
れ
に
よ
る
と
、一
四
世
尊
智
（
？

－

一
六
九
五
）
が
書
写
し
た
記
録
が
経

年
に
よ
り
読
み
づ
ら
く
な
っ
て
き
た
た
め
、元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
四
月
に

慧
秀
が
写
し
直
し
た
こ
と
、
以
後
、
破
損
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
書
写
者

を
選
ん
で
写
し
直
し
、
寺
宝
と
し
て
大
切
に
保
管
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。

慧
秀
は
、
他
に
も
過
去
帳
な
ど
重
書
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
。

書
写
者
は
、
一
九
世
慧
隆
（
？

－

一
七
七
八
）
の
可
能
性
が
高
い
。｢

当
寺

住
持
在
住
并
遷
化
之
事｣

の
最
後
に
記
さ
れ
て
お
り
、
在
住
、
遷
化
年
と
も
に

記
さ
れ
て
い
な
い（
１
）
。
な
お
表
紙
、
裏
表
紙
に
は
、
別
筆
で｢

重
ふ
く
不
要

物
」
と
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
時
代
ま
で
は
、
慧
秀
の
自
筆
本
と
本
書
が
寺

内
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る（
２
）
。

注（
1
）　

一
七
世
慧
秀
、
一
八
世
慧
音
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
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（
２
）　

文
書
中
に
は
、｢

委
は
当
寺
縁
起
ニ
有
之
は
、わ
つ
ら
は
し
く
、爰
に
し
る
さ
す｣

（
当

寺
院
号
寺
号　

之
事
）、
と
、
本
書
と
は
別
に
「
当
寺
縁
起
」
が
存
在
し
た
こ
と
が
窺

え
る
が
、
現
在
、
蔵
書
の
中
に
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

【
翻
刻
】
当
寺
記
録
帳

凡
例

一
、
文
字
は
現
行
の
字
体
に
直
し
、
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
。

一
、
仮
名
遣
い
、
改
行
は
原
文
通
り
と
し
た
。
た
だ
し
、
目
録
、
本
文
中
の
小

題
に
つ
い
て
は
、
一
行
書
き
と
し
た
。

（
表
紙
）

　

当
寺
記
録

第
一　

当
寺
来
由
之
事

第
二　

当
寺
本
尊
如
来
之
事

第
三　

第
九
世
宥
善
法
印
ノ
事

第
四　

松
尾
山
号
之
松
之
事

元
久
二
丁

巳
年

	

松
尾
山

	

当
寺
記
録
帳	
善
光
寺

	

阿
弥
陀
院

	

四
月
吉
日

第
五　

当
寺
院
号
寺
号
之
事

第
六　

薬
師
堂
之
事

第
七　

観
音
堂
地
蔵
堂
之
事

第
八　

富
士
塚
之
事

第
九　

善
光
寺
屋
敷
之
事

第
十　

当
寺
境
内
山
林
之
事

第
十
一　

雑
事
屋
敷
之
事

第
十
二　

当
寺
住
持
在
住
并
遷
化
之
事

第
十
三　

中
興
憲
瑜
法
印
よ
り
以
前
之
事
（
１
オ
）

第
十
四　

当
寺
如
法
院
末
山
与
成
し
事

第
十
五　

当
寺
末
山
之
事

第
十
六　

当
寺
末
山
数
多
有
之
候
事

第
十
七　

観
音
坊
起
立
ノ
事

第
十
八　

当
寺
弟
子
古
来
よ
り
自
院
ニ

而
剃
髪
之
事

第
十
九　

入
仏
遷
宮
自
院
ニ

而
い
た
し
来
事

第
二
十　

当
寺
御
朱
印
紛
失
之
事

第
二
十
一　

宗
門
一
札
之
事
付
リ
観
音
坊
住
職
之
事
（
１
ウ
）

　

当
寺
来
由
之
事

一
古
老
相
伝
て
云
く
、
当
山

　

者
、
本
多
信
濃
守
善
光
公
、

　

当
国
の
国
司
た
り
し
時
、

　

諏
方
大
明
神
江
報
恩
の

　

た
め
に
当
寺
を
開

　

基
し
給
ふ
と
云

々
。
自
尓

　

以
来
、
代
々
乃
国
司
武◯
坊持
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織
田◯
勢○

に
馳
向
ひ
、
火
花
を
（
２
ウ
）

　

ち
ら
し
戦
ひ
け
り
。
一
陣

　

破
れ
後
、
彼
の
野
心
に
て
、

　

織
田
家
の
軍
兵
入
乱
、
に
く

　

き
法
師
原
の
ふ
る
ま
ひ
か

　

な
と
、
突
鐘
も
打
く
だ
き
、

　

堂
舎
・
仏
客
残
り
す
く
な
に

　

打
潰
す
。
甲
州
勢
は
引
退
く
。

　

残
る
も
の
に
は
大
衆
原
、
多
勢
に

　

無
勢
な
れ
は
、
不
叶
と
や
思
ひ
け
ん
、

　

み
な
散
々
に
落
失
た
り
。
其

　

後
は
信
玄
公
も
亡
ひ
給
ひ
、

　

誰
取
立
る
も
の
な
け
れ
ば
、

　

さ
し
も
の
伽
藍
も
鹿

　

の
臥
と
ゝ
成
し
は
、
う
た
て

　

か
り
け
る
事
共
な
り
。
そ
れ

　

ま
て
者
十
二
坊
軒
を
並
へ
、

　

上
ノ
六
区
、
下
ノ
六
区
と
て
数
多
之
（
3
オ
）

　

坊
中
あ
り
。
根
堂
・
講
堂
・
常

　

行
堂
・
護
摩
堂
・
浴
室
・
楼

　

門
・
鐘
突
堂
・
三
方
之
大
門
・

　

鎮
守
ノ
社
、
其
外
数
多
の
堂

　

舎
有
し
を
、
一
時
に
打
破
ら
る
。

　

其
中
に
い
か
ゝ
は
有
け
ん
、
北
ノ
坊
、

　

実
相
坊
と
て
手
向
ひ
も
せ
さ
り

　

し
か
、
慶
長
元
和
の
比
迄
、

　

領
田
若そ

こ
ば
く
せ
き

干
石
を
当
寺
に

　

寄
付
せ
ら
れ
、
国
家
安

　

全
之
御
祈
祷
怠
慢
な
し
。

　

殊
に
本
尊
阿
弥
陀
如
来
は
、

　

国
司
本
多
善
光
公
手
つ

　

か
ら
彫
刻
し
給
ひ
て
、
一

　

宇
の
根
堂
を
造
営
し

　

安
置
し
給
ひ
、
其
外
当

　

寺
并
坊
舎
十
二
区
、
数
多
之
（
２
オ
）

　

堂
舎
・
仏
客
建
立
し

　

給
ひ
し
よ
り
以
来
、
近
国

　

遠
境
の
尊
卑
老
若
男

　

女
参
詣
、
日
夜
怠
ら
さ
り

　

け
り
。
其
後
星
霜
既
に

　

重
り
て
、
興
廃
数
多

　

度
に
及
へ
り
。
比
は
天
正

　

十十
壬
午一癸

未
年
五
月
、
田
植
の
比
か

　

と
よ
、
織
田
・
武
田
両
家
の
戦

　

ひ
、
此
下
の
河
原
ニ

而
有
し

　

と
か
や
。
其
時
一
山
之
若
大

　

衆
、
驚
き
騒
き
、
す
は
事
と
そ

　
　
　
　
　
　

取
物
も
取
あ
へ
ず

　

出
来
た
り
と
、
手
々
に
打
物

　

た
つ
さ
へ
、
合
図
の
早
鐘
突

　

な
と
し
、
河
原
を
さ
し
て

　

討
て
出
、
甲
州
勢
に
く
わ
は
り
、
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当
寺
は
相
残
候
所
に
、
北
ノ
坊
は

　

師
弟
共
ニ
病
死
せ
ら
れ
、

　

後
住
も
な
け
れ
は
、
お
の

　

つ
か
ら
潰
れ
た
り
。
比
し
も

　

乱
世
の
砌
リ
な
れ
は
、
僧
も

　

す
く
な
き
に
や
、
今
に
至
迄
、

　

北
ノ
坊
の
什
物
成
と
て
、
当
寺
に

　

有
之
。
北
ノ
坊
、
屋
敷
は
実
相
坊

　

之
北
隣
、
沢
の
端
な
り
。
実
相
坊
は
（
3
ウ
）

　

今
の
善
光
寺
是
成
と
い
へ
り
。

　

以
上
、
村
老
之
物
語
を
書
記

　

す
。
時
代
は
軍
書
等
ニ

　

相
違
も
有
へ
し
。
後
の

　

君
子
追
而
考
之
、
筆
に

　

残
し
給
へ
。（
４
オ
）

　

当
寺
本
尊
如
来
之
事

一
村
侶
之
道
俗
并
代
々
之
先

　

師
被
申
伝
候
は
、
当
寺
の

　

如
来
は
恵
心
僧
都
の
御
作

　

に
し
て
、
当
郡
木
之
間
村

　

薗
原
ふ
せ
や
の
長
者
の
守

　

本
尊
な
り
と
云
リ
。
然
る
に
長
者

　

当
寺
ニ
帰
依
し
給
ふ
に
よ
り
、

　

本
尊
を
寄
附
せ
ら
る
ゝ
と
な
ん
。

　

自
レ
尓
本
多
善
光
公
の
御
作
、

　

生
身
の
秘
仏
を
御
胸
ノ
中
に

　

籠
奉
り
し
よ
り
以
来
、
霊

　

威
殊
に
あ
ら
た
に
ま
し
ま
し
、

　

二
求
両
願
成
就
空
し
か
ら
す

　

と
云
事
な
し
。
故
に
世
挙
て

　

是
を
敬
ひ
、
人
こ
そ
つ
て
是
を

　

瞻
仰
し
奉
る
。
古
は
川
中
嶋

　

に
も
相
お
と
ら
す
。
諸
人
（
４
ウ
）

　

群
集
し
、
日
夜
参
詣

　

怠
ら
さ
り
し
に
、
天
正
ノ
一
乱

　

以
来
、
退
転
せ
し
と
聞

　

及
し
に
や
、
近
国
よ
り
も

　

今
は
昔
の
こ
と
く
に
、
参
詣

　

す
る
も
の
も
稀
也
。
嗚
呼
、

　

時
移
り
世
か
は
り
て
、
か
く
も

　

成
は
つ
る
も
の
か
な
と
僧

　

俗
貴
賎
、
是
を
な
け
く
事
也
。
其

　

後
、
明
暦
年
中
ニ
広
沢
ノ
住
持

　

宗
念
と
い
へ
る
道
心
者
、
本
尊
の

　

れ
い
ら
く
し
給
ひ
し
事
を

　

な
け
き
、
郡
中
の
道
俗
を
す
ゝ
め
て

　

再
興
し
奉
る
。
今
に
至
迄
、

　

台
荘
に
書
付
有
。
諸
人

　

皆
云
ふ
。
願
者
く
は
、
往
古
の
こ

　

と
く
貴
賎
群
集
し
て
、

　

此
尊
を
拝
み
奉
ら
は
、
二
世
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安
楽
の
御
誓
ひ
、
な
と
か

　

は
空
し
か
ら
さ
ら
ん
と
云
り
。（
５
オ
）

　

第
九
世
宵
善
法
印
ノ
事

一
当
山
大
学
頭
宵
善
法
印
は
、

　

一
時
之
英
才
、
智
行
兼
備
ノ

　

高
僧
な
れ
は
、
世
ノ
人
、
世
尊
の
こ
と
く

　

敬
ひ
、
大
師
の
こ
と
く
是
を

　

貴
み
け
り
。
さ
れ
共
、
世
の

　

中
の
う
つ
れ
は
（
マ
マ
）
け
る
な
ら
ひ

　

に
て
、
去
ル
天
正
の
一
乱
に

　

何
地
と
も
な
く
落
失
給
ひ
、

　

爰
か
し
こ
に
さ
ま
よ
ひ

　

給
ふ
。
よ
ふ
〳
〵
軍
も
少

　

し
は
し
づ
ま
り
し
と
聞

　

及
ひ
、
今
は
本
寺
に
帰
り
て
、

　

事
ノ
有
様
を
も
見
は
や
と
て
、
立

　

帰
ら
せ
給
へ
は
、
さ
し
も
や
ん
こ
と

　

な
き
御
仏
も
草
村
の

　

中
に
埋
も
れ
、
堂
舎
・
仏
客

　

か
た
ふ
き
、
ほ
う
お
ふ
の
と
ほ

　

そ
も
な
く
、
香
煙
既
に
た
へ
、（
５
ウ
）

　

燈
明
を
か
ゝ
く
る
も
の
も

　

な
け
れ
は
、
い
と
物
す
こ
き
て

　

い
に
荒
は
て
た
り
。
数
多
の

　

坊
中
残
少
な
に
討
破
ら
れ
、

　

鹿
の
ふ
し
と
ゝ
成
け
れ
は
、

　

見
る
に
た
へ
兼
、
墨
染
の
袖

　

を
し
ほ
り
給
ふ
そ
、
是
非

　

な
け
れ
。
此
上
は
、
何
方
ゑ
も

　

行
な
ん
と
さ
ま
よ
ひ
、
彳

た
ゝ
す
み

　

給
ふ
所
に
、
実
相
坊
の
老
僧

　

鳩
の
杖
に
す
か
り
、
如
来
ゑ

　

参
詣
い
た
さ
れ
し
か
、
学
頭
の

　

御
姿
を
見
奉
り
、
物
を
も

　

い
わ
す
、
涙
に
む
せ
ひ
け
れ
は
、

　

学
頭
も
共
に
御
涙
に
く
れ

　

さ
せ
給
ふ
。
老
僧
申
け
る
様
は
、

　

今
の
今
迄
御
事
を
こ
そ

　

申
つ
れ
。
生
な
か
ら
へ
、
ふ
た

　

た
ひ
御
目
に
か
ゝ
る
こ
そ
（
６
オ
）

　

な
け
き
の

　

中
の
悦
に
て
候
。
愚
老
八
十
に

　

及
候
え
は
、
余
命
い
く
程
も

　

有
ま
し
。
一
日
も
早
く
弟

　

子
な
る
僧
に
寺
を
ゆ
つ
り
な
ん

　

と
思
ひ
候
え
は
、
去
ル
此
の
軍
に

　

討
死
い
た
し
候
。
生
残
り
し

　

愚
老
か
胸
の
中
、
御
推
量
有

　

へ
し
と
な
け
か
く
こ
そ
、
こ
と

　

は
り
な
り
。
学
頭
も
御
落

　

涙
ま
し
ま
し
、
御
い
ら
へ
も
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な
か
り
し
か
、
や
ゝ
有
て
の

　

給
ひ
け
る
は
、
昔
治
承

　

の
乱
に
寺
門
の
大
衆
、
高

　

倉
の
宮
の
御
味
方
申
、
宇

　

治
川
の
合
戦
に
あ
ま
た
の

　

法
師
討
死
し
け
る
も
、
今

　

度
の
軍
に
弟
子
の
僧
討

　

死
せ
ら
れ
た
る
も
、
古
今
異

　

な
り
と
い
へ
共
、
其
旨
相
変
る
（
６
ウ
）

　

事
な
し
。
乱
世
に
は
仏
閣
も

　

破
却
せ
ら
れ
、
僧
も
武
門

　

の
奴
と
成
、
王
法
も
す
た

　

れ
り
。
と
も
に
遷
流る

無
常

　

の
有
様
、
今
更
驚
へ
き
に
あ

　

ら
す
。
早
ク
作さ

善
の
法
会
を

　

営
み
、
亡
弟
の
菩
提
を
弔

　

は
ん
に
は
し
か
し
と
の
給
へ
は
、

　

老
僧
も
学
頭
の
教
化

　

に
力
を
得
、
御
供
し
て

　

我
か
寺
に
帰
ら
れ
、
能
に
い

　

た
は
り
奉
り
、
し
は
ら
く

　

世
の
安
否
を
詠
せ
給
ふ
所
に
、

　

い
か
ゝ
は
し
た
り
け
ん
、
老
僧

　

に
は
か
に
か
く
と
云
ふ
や
ま
ふ
を

　

受
、
不
日
に
寂
せ
ら
る
。
則
、

　

大
学
頭
法
印
、
本
尊
の
代
世
を

　

実
相
坊
に
う
つ
し
、
再
住

　

せ
ら
れ
け
る
と
な
ん
申
伝
た
り
。（
７
オ
）

　

松
尾
山
号
之
松
之
事

一
山
号
ノ
松
は
、
当
寺
之
開
基

　

本
多
善
光
公
植
給
ひ
し

　

松
成
共
云
リ
。
又
は
、
松
尾
大
明
神

　

応
現
の
地
な
る
に
よ
り
、
神

　

木
な
り
共
申
伝
ト
。
依
之
、
当

　

寺
之
山
号
、
松
尾
山
と
号
ス
と

　

云
リ
。
明
神
ノ
社
檀
も
大
破

　

に
及
ひ
、
修
覆
も
せ
さ
れ
は
、

　

お
の
つ
か
ら
潰
れ
り
。
松
も

　

古
松
故
、
枯
た
り
と
。
其
後
、

　

如
来
堂
ノ
上
ニ
山
号
ノ
松
と

　

名
付
、
新ふ

た

た
び
植
置
し

　

と
也
。
古
松
は
薬
師
堂
の

　

峯
に
是
あ
り
。
松
尾
明
神
は

　

古
の
鎮
守
ノ
社
是
也
。
其
後
、
往

　

古
を
貴
れ
小
社
を
立
て
、
松

　

尾
大
明
神
を
観
（
マ
マ
）
請
す
。
今

　

の
鎮
守
ノ
社
是
な
り
。（
７
ウ
）

　

当
寺
院
号
寺
号
之
事

一
当
寺
開
基
之
節
は
、
阿

　

弥
陀
院
と
号
す
。
本
尊
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阿
弥
陀
如
来
安
置
之

　

霊
場
な
る
に
よ
り
、
か
く
は

　

付
給
ひ
し
事
に
や
。
開
山
は

　

人
王
三
十
七
代
孝
徳
天
皇
、

　

大
化
元
乙

巳
年
、
本
多
信
濃
守

　

善
光
公
、
南
宮
法
性
大
明
神
江

　

報
恩
の
た
め
に
当
寺
を

　

建
立
す
と
云
リ
。
因
茲
、
法

　

性
院
共
名
付
給
ひ
し
と
か
や
。

　

其
後
、
国
司
本
多
善
光

　

公
逝
去
し
給
ひ
し
よ
り

　

以
来
、
善よ

し
み
つ
て
ら

光
寺
と
は
名
付
た
り

　

し
に
よ
り
て
、
松
尾
山
阿
弥
（
マ
マ
）
院

　

善
光
寺
と
云
リ
。
委
は
当
寺

　

縁
起
ニ
有
之
は
、
わ
つ
ら
は

　

し
く
、
爰
に
し
る
さ
す
。（
８
オ
）

　

当
山
薬
師
堂
之
事

一
天
正
以
前
は
、
十
二
坊
の
内
、

　

正
覚
坊
ノ
本
尊
前
仏
は
、
弘

　

治
三
丁

巳
年
十
一
月
十
五
日
ニ
造

　

立
供
養
す
。
秘
仏
は
恵
心

　

僧
都
ノ
御
作
、
御
胎は

ら
こ
も
り籠

也
。

　

其
後
之
住
持
、
盗
賊
の
難
を

　

恐
れ
て
、
本
寺
善
光
寺
ニ
安
置
し

　

奉
る
。
霊
験
新
に
ま
し
ま
す
な
ん

　

霊
像
な
り
。
日
光
・
月
光
ノ

　

二
菩
薩
、
十
二
神
将
、
七
千
夜

　

叉
ノ
形
像
、
前
仏
と
同
時
に

　

造
立
す
。
其
以
後
、
正
覚
坊
も

　

一
乱
之
時
潰
サ
れ
し
に
よ
り
、

　

当
第
九
世
宥
善
法
印
、
文
禄

　

年
中
一
宇
ノ
草
堂
を
立
、

　

彼
尊
像
を
安
置
し
奉
り
、

　

彼
堂
を
正
覚
坊
と
名
付
、
今
ニ

　

有
之
候
。
則
、
薬
師
の
御
光
に
（
８
ウ
）

　

正
覚
坊
と
書
付
有
之
。
是

　

其
証
拠
也
。
薬
師
の
田
と
て

　

堂
の
下
に
田
地
有
。
此
田
地
の
中
に

　

田
に
し
あ
れ
共
、
取
喰
ふ
も
の
は

　

仏
罰
に
て
盲
目
ニ
成
と
て
、

　

人
恐
れ
て
是
を
喰
は
す
。

　

世
挙
て
薬
師
ノ
田
共
云
ひ
、
又
は

　

門
前
ニ
あ
れ
は
、
大
門
さ
き
の

　

田
共
申
な
ら
は
せ
り
。

　

観
音
堂
、
地
蔵
堂
之
事

一
本
尊
観
音
は
恵
心
僧
都
之

　

御
作
、
薬
師
と
同
作
也
。
地

　

蔵
菩
薩
は
安
阿
弥
ノ
作
共
、

　

又
は
弘
法
大
師
ノ
御
作
成
共

　

云
リ
。
実
否聖

徳
太
子
ノ
御
作

不
分
明
也
。
凡
、
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近
国
無
双
之
古
仏
な
り
。
両
（
９
オ
）

　

尊
共
ニ
霊
験
殊
に
勝す

く

れ
て

　

ま
し
ま
す
尊
像
也
。
観
音

　

形
像
は
、
小
仏
に
ま
し
ま
せ
は
、

　

紛
失
の
難
を
恐
れ
て
、
第

　

四
世
宥
解
法
印
、
二
世
安
楽
の

　

た
め
に
、
て
つ
か
ら
新
た
に

　

正
観
音
の
像
を
彫
刻
し
、

　

文
正
元
丙

戊
年
十
月
十
七
日
ニ

　

開
眼
供
養
し
、
彼
秘
仏
を

　

御
胎ハ

ラ

に
籠
奉
り
し
を
、
第

　

十
一
世
清
真
法
印
、
彼
尊
を
当
寺
に

　

う
つ
し
奉
り
、
代
々
当
寺

　

之
霊
宝
と
崇
め
奉
る
。
地

　

蔵
尊
も
当
寺
ニ
安
置
せ
り
。

　

是
又
、
盗
賊
の
難
を
お
そ

　

る
ゝ
故
也
。

　

富
士
塚
之
事
（
９
ウ
）

一
旧
記
ニ
曰
、
当
山
開
基

　

本
多
信
濃
守
善
光
公
、

　

伽
藍
を
営
給
ふ
時
、
此
所

と
こ
ろ
ニ

　

来
給
へ
は
、
忽
然
と
し
て
霊

　

人
顕
れ
出
、
善よ

し
み
つ光

公
に
む

　

か
ひ
の
給
は
く
、
善
哉
〳
〵

　

善
光
、
此
地
は
諸
仏
経
行い

　

之
砌
り
、
諸
神
影
向
之

　

地
也
。
信
心
倍
増
し
て

　

霊
場
を
建
立
す
へ
し
。
我
は

　

是
、
富
士
浅
間
大
菩
薩
也
。

　

此
峯
に
跡
を
た
れ
、
仏
法
を

　

守
護
す
へ
し
。
汝
、
造
立
怠

　

る
事
な
か
れ
。
我
、
此
山
に
顕

　

現
す
と
の
た
ま
ひ
、
光
を

　

放
ち
、
山
頂
に
上
給
ふ
。
自
レ
尓

　

以
来
、
此
峯
に
塚
を
つ
き
、
浅

　

間
大
菩
薩
を
勧
請
し
、
今
ニ
（
10
オ
）

　

至
迄
、
富
士
塚
と
号
。
往
古
よ
り
、

　

富
士
登
山
の
も
の
は
、
さ
か
は
参
リ

　

と
て
、
此
峯
に
上
リ
拝
し
奉
る
也
。

                                           

　

善
光
寺
屋
敷
之
事 

一
天
正
ノ
乱
以
後
、
荒
野
に

　

そ
成
候
所
ニ
、
当
村
之
百
姓

　

切
開
、
正
保
年
中
之
御
水

　

帳
面
ニ
相
む
す
ひ
候
え
共
、
今
ニ

　

至
迄
、
俗
呼
て
善
光
寺

　

屋
敷
と
申
な
ら
は
し
候
。

　

実
も
寺
中
江
入
組
縁
無
之

　

境
内
也
。
雖
然
、
御
水
帳
面
ニ
百

　

姓
之
名め

う

主
ニ
載
置
候
上
は
、

　

無
拠
事
ニ
候
。
此
上
、
後
代
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之
住
職
、
心
緒
を
砕く

だ

き
、
買
返
ン
。

　

往
古
之
通
ニ
被
致
候
は
ゝ
、
益

　

仏
法
繁
昌
之
地
と
可
被
成
。
以
上
。（
⓾
ウ
）

　

当
寺
境
内
山
林
之
事

一
当
寺
境
内
天
正
之
乱
以
後
は
、

　

向
原
小
寺
久
保
、
御
林
ノ
境
迄

　

山
林
、
畑
共
ニ
善
光
寺
之
分
地

　

也
。
小
寺
久
保
畑
之
儀
、
天
正
以

　

前
は
、
坊
中
之
畑
ニ
致
配
分
置
候

　

え
共
、
退
転
之
後
、
荒
地
ニ
被
成

　

候
を
、
当
村
之
百
姓
切
開
、
御
年

　

貢
地
ニ
被
成
候
所
ニ
、
時
之
住
職

　

寺
地
ニ
紛
無
御
座
候
旨
、
郡
所
江

　

訴
之
候
え
は
、
御
吟
味
之
上
、

　

寺
地
ニ
紛
無
之
候
故
、
帳
面
共
ニ

　

御
取
上
、
先
規
之
通
ニ
当
寺
ニ

　

被
下
置
候
。
其
以
後
、
御
見
捨
ニ

　

被
成
被
下
候
。
小
寺
久
保
畑
、
帳

　

面
当
寺
ニ
致
所
持
候
。
後
々

　

之
住
職
、
随
分
大
切
ニ
可
被
致
候
。

　

此
帳
面
之
内
、
七
筆
者
御
林

　

之
内
ニ

而
候
。
帳
面
之
終
ニ
善
光
寺
（
⓫
オ
）

　

山
之
内
と
有
之
候
。
是
寺
中

　

分
之
堅
キ
証
拠
ニ

而
候
。
向
原
之

　

畑
は
、
其
後
、
当
寺
ニ

而
切
開
候
。

　

是
も
御
見
捨
之
地
ニ
御
座
候
。

　

百
姓
地
之
境
は
道
を
限
候
。

　

雑
事
屋
敷
之
事

一
先
住
宥
光
法
印
被
申
候
は
、

　

根
堂
は
阿
弥
陀
堂
也
。
其
下
之

　

畑
を
は
雑
事
屋
敷
と
云
リ
。

　

則
、
鐘
突
堂
の
跡
也
。
天

　

正
之
比
は
鐘
突
雑
事
之

　

も
の
抱
置
れ
し
と
な
り
。

　

突
鐘
は
天
正
之
乱
ニ
打

　

砕
か
れ
け
る
と
か
や
。
凡
、

　

諏
方
郡
ニ
其
比
突
鐘
の
有

　

し
は
、
当
寺
と
上
ノ
社
と
二

　

斗
有
之
。
諸
山
ニ
は
無
之
と
（
⓫
ウ
）

　

被
申
候
。
一
乱
以
後
、
地
蔵
堂
、

　

観
音
堂
取
立
候
。
善
光
寺
之

　

上
ニ
、
護
摩
堂
之
旧
跡
有
。

　

沢
よ
り
南
は
東
西
南
北
道
ニ

　

限
、
一
山
之
境
内
也
。
立
名
は
惣

　
ニ

而
、
其
内
ニ
三
方
の
大
門
有
。

　

門
前
屋
等
軒
を
並
て
有

　

之
旨
申
伝
へ
候
由
被
申
候
。

　

実
も
伽
藍
之
古
跡
さ
も

　

可
有
事
ニ
候
。
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当
寺
住
持
在
住
并
遷
化
之
事

一
第
一
世
憲
諭
法
印

　

中
興
開
山
法
流
始
祖
。

　

在
住
不
分
明
也
。
明
徳
元

　
庚

午
年
六
月
朔
日
入
寂
。

一
第
二
世
栄
智
法
印
、
在
住

　

七
年
、
應
永
三
丙

子
年
（
⓬
オ
）

　

四
月
十
五
日
入
寂

一
第
三
世
宥
智
法
印
、
在
住

　

三
十
九
年
、
永
享
七
乙

卯
年
二
月

　

十
八
日
入
寂

一
第
四
世
宥
解
法
印
、
在
住

　

弐
拾
六
年
、
文
正
二
丁

亥
年

　

四
月
廿
九
日
入
寂

一
第
五
世
宥
然
法
印
、
在
住

　

十
六
年
、
文
明
五
癸

巳
年

　

八
月
五
日
入
寂

一
第
六
世
宥
勝
法
印
、
在
住

　

五
十
四
年
、
大
永
七
丁

亥
年

　

十
一
月
十
三
日
入
寂

一
第
七
世
宥
尊
法
印
、
在
住

　

三
十
七
年
、
弘
治
三
丁

巳
年

　

七
月
七
日
入
寂

一
第
八
世
智
清
法
印
、
在
住

　

十
八
年
、
天
正
元
癸

酉
年

　

五
月
十
七
日
入
寂
（
⓬
ウ
）

一
第
九
世
宥
善
法
印
、
在
住

　

弐
拾
三
年
、
文
禄
四
乙

未
年

　

八
月
十
八
日
入
寂

一
第
十
世
尊
隆
法
印
、
在
住

　

十
八
年
、
慶
長
十
八
癸

虎
年

　

三
月
朔
日
入
寂

一
第
十
一
世
清
真
法
印
、
在

　

住
三
十
四
年
、
寛
永
六
己

巳
年

　

十
二
月
廿
六
日
入
寂

一
第
十
二
世
宥
泉
法
印
、

　

在
住
二
年
、
寛
永
七
庚

午
年

　

四
月
十
八
日
入
寂

一
第
十
三
宥
光
法
印
、
在
住

　

弐
十
五
年
、
明
暦
元
乙

未
年

　

七
月
廿
六
日
入
寂

　

是
よ
り
以
下
増
補

一
第
十
四
世
尊
智
法
印
、
在
住

　

四
十
弐
年
、
元
禄
八
乙

亥
年

　

五
月
廿
九
日
入
寂

一
第
十
五
世
尊
定
法
印
、
在
住

　

十
六
年
、
正
徳
二
壬

辰
年
（
⓭
オ
）

　

九
月
十
六
日
入
寂

一
第
十
六
世
慧
鏡
法
印
、
在
住

　

弐
拾
四
年
、
享
保
十
八
癸

丑
年

　

十
一
月
十
四
日
入
寂

一
第
十
七
世
慧
秀
法
印
在
住
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一
第
十
八
世
慧
音
法
印
在
住

一
第
十
九
世
慧
隆
法
印
在
住 （
⓭
ウ
）

　

中
興
憲
瑜
法
印
よ
り
以
前
之
事

一
中
興
法
流
開
祖
憲
瑜

　

法
印
よ
り
開
基
本
多
善
光
公

　

迄
之
代
世
、
連
続
聢し

か

と
相

　

知
シ
不
申
候
故
、
是
を
載
ず
。

　

高
野
山
金
剛
頂
院
に
お

　

い
て
、
中
院
一
流
之
法
流
、
血

　

脈
并
附
法
状
共
ニ
伝
受
ス
之
。

　

右
之
法
流
を
以
、
十
四
世
尊
智

　

迄
代
々
相
続
い
た
し
、
愚

　

老
又
寛
文
二
壬

寅
年
四
月
廿
一
日
ニ

　

再
治
ス
之
。
金
剛
頂
院
住
、
栄
範

　

法
印
之
御
代
也
。
則
、
古
法
流
は        

　

本
寺
ニ
指
置
候
。
以
後
、
法
流

　

伝
授
之
節
は
、
先
格
之
通
、

　

本
寺
金
剛
頂
院
ニ

而
中
院
之

　

法
流
□可
歟

□致
再
伝
者
也
。
右

　

憲
瑜
法
印
仍
旧
例
（
⓮
オ
）

　

伝
受
之
。
愚
老
又
古
例
の
通
、

　

本
寺
金
剛
頂
院
ニ

而
法

　

流
再
治
置
候
。
尤
大
切
に
致

　

さ
れ
、
代
々
相
続
肝
要
ニ
候
。

　

当
寺
如
法
院
末
山
と
成
候
事

一
当
寺
中
興
憲
瑜
法
印
よ
り

　

以
来
、
愚
老
ま
て
代
々
高
野
山

　

金
剛
頂
院
末
寺
ニ

而
法
流

　

致
相
続
来
候
所
ニ
、
延
宝
三

　
乙

卯
年
、
末
寺
御
改
之
節
、

　

上
ノ
坊
住
宥
雄
法
印
、
自

　

院
之
末
寺
分
ニ
い
た
さ
れ
、

　

江
戸
四
箇
寺
江
被
書
上
候
由
、

　

不
得
其
意
候
。
寛
文
年
中

　

迄
、
金
剛
頂
院
ニ

而
法
流

　

致
伝
授
候
上
は
、
直
末
ニ
紛
（
⓮
ウ
）

　

無
之
候
所
ニ
、
上
之
坊
自
院
之

　

末
寺
ニ
は
可
被
難
成
候
。
然
共
、

　

愚
身
老
体
故
、
其
分
ニ
い
た
し

　

差
置
候
。
如
法
院
よ
り
法
流

　

伝
受
不
仕
候
え
は
、
本
末
之

　

由
緒
も
既
無
之
候
。
右
之
由

　

上
ノ
坊
江
申
入
候
所
ニ
、
上
ノ
坊
被
申

　

候
は
、
追
而
以
時
節
、
何
時
成
共

　

御
望
次
第
、
離
末
可
被
成
候
。

　

最
早
、
御
四
箇
寺
江
書
上
候
え
は
、

　

致
方
無
御
座
候
。
重
而
御
願

　

之
通
ニ
可
致
候
と
被
致
挨
拶
候
。

　

愚
老
申
候
は
、
然
は
何
時
成
共

　

離
末
い
た
さ
せ
可
申
事
、
紛
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無
御
座
候
、
一
札
可
被
遣
候
。
若

　

左
様
不
被
成
候
は
、
直
々
御

　

四
箇
寺
江
訴
て
出
由
、
旁

　

申
入
候
所
ニ
、
隣
寺
御
扱
ニ

而
（
⓯
オ
）

　

何
時
成
共
、
離
末
之
儀
為
致

　

相
遷
申
間
敷
由
、
被
請
合 

　

候
間
、
先
比
度
は
其
分
ニ
差
置
候
。

　

後
代
ニ
被
願
離
末
、
可
被
致
候
。
縦

　

如
法
院
之
末
寺
ニ
被
致
候
共
、

　

先
格
之
通
、
法
流
は
代
々

　

高
野
山
ニ

而
伝
受
可
有
之
者
也
。

　

当
寺
末
寺
之
事

一
大
熊
村
大
熊ゆ

う

山
長
久
院

　

と
申
古
跡
有
之
。
開
山
は

　

長
久
二
已

卯
年
、
従
当
寺
開

　

基
す
と
旧
記
ニ
有
之
。
代
々

　

当
寺
之
末
寺
也
。
天
正
年

　

中
当
寺
と
同
退
破
ス
。
今
ニ

　

境
内
田
地
等
有
之
候
。
従
若
何

　

方
取
立
候
共
、
従
当
寺
（
⓯
ウ
）

　

構
之
先
規
之
通
、
当
寺

　

末
山
ニ
可
被
致
候
。

一
真
志
野
村
、
辻
村
ニ
僧そ

う

伽が

や耶
山

　

延
命
院
と
申
、
当
寺
末
山

　

有
之
候
。
今
に
至
迄
、
什
物

　

等
之
書
物
、
当
寺
ニ
有
之
候
。

　

是
も
慶
長
元
和
之
頃
迄
、

　

寺
も
有
之
候
え
共
、
住
僧

　

無
之
、
致
退
転
候
。
寺
中
ニ

　

阿
弥
陀
堂
有
。
則
、
当
寺
支
配
也
。

　

当
寺
末
山
数
多
有
之
候
事

一
往
古
は
当
寺
末
山
数
多

　

有
之
候
え
共
、
或
退
転
、

　

或
他
院
之
末
寺
と
被
成
候
。

　

乱
世
之
砌
ニ
有
之
候
え
は
、
其

　

分
ニ

而
被
捨
置
候
か
、
又
は

　

対
談
之
上
、
離
末
い
た
さ
せ
候
か
、（
⓰
オ
）

　

実
否
不
相
知
候
。
末
寺

　

帳
面
別
紙
ニ
有
之
候
え
共
、

　

慥
成
証
拠
も
相
見
否
候
。

　

依
之
、
爰
ニ
不
記
。

　

観
音
坊
起
立
之
事

一
北
真
志
野
村
観
音
坊
、
起
立
は

　

天
和
三
癸

亥
年
、
当
寺

　

支
配
之
十
王
堂
を
か
た
と
り
、

　

観
音
三
十
三
体
を
安
置
し
、

　

観
音
坊
と
名
付
。
愚
老
弟

　

子
忍
識
住
持
ニ
差
置
候
。
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依
之
、
当
寺
門
徒
ニ

而
有

　

之
候
間
、
宗
門
一
札
ニ
も
載
意
之
。

一
観
音
坊
ニ

而
弟
子
剃
髪
并

　

護
摩
修
行
等
い
た
さ
せ

　

申
間
敷
候
。
其
外
、
開
眼
（
⓰
ウ
）

　

供
養
・
遷
宮
・
入
仏
屋

　

堅
等
ニ
至
迄
、
不
相
応
之

　

役
儀
一
切
い
た
さ
せ
申

　

間
敷
候
。
縦
出
世
僧
た
り

　

共
、
堅
可
為
無
用
候
。
尤
当

　

院
よ
り
執
行
せ
ら
る
へ
き
者
也
。

一
観
音
坊
代
目
ニ
は
、
北
真
志
野
村

　

役
人
中
并
観
音
同
行

　

衆
被
立
合
、
什
物
等
相
改
、

　

当
寺
江
先
規
之
通
、
差
出
之

　

様
ニ
可
被
致
候
。
其
節
、
従

　

当
寺
も
弟
子
壱
両
人

　

指
越
、
致
吟
味
、
為
致
印
形
、

　

帳
面
持
参
仕
候
様
ニ
念
入
可

　

被
申
付
候
。

　

当
寺
弟
子
古
来
よ
り
自
院
ニ

而
剃
髪
之
事

一
当
寺
弟
子
剃
髪
并
（
⓱
オ
）

　

護
摩
加け

行
等
は
、
先
格

　

之
通
自
院
ニ

而
い
た
し
来
候
。

　

本
寺
請
待
ニ
不
及
候
。
法
流

　

相
続
之
寺
院
は
、
自
院
に
て

　

為
致
修
行
候
、
御
条
目
ニ
候
。
能
々

　

想
汲
、
先
規
之
通
ニ
可
被
致
候
。

　

入
仏
・
遷
宮
自
院
ニ

而
い
た
し
来
事

一
入
仏
・
遷
宮
・
開
眼
供
養

　

も
、
従
先
規
、
当
寺
并
末
山

　

支
配
之
堂
舎
は
、
自
院
ニ

而

　

い
た
し
来
候
。
若
シ
僧
衆
不

　

足
之
時
は
、
他
院
よ
り
費

　

之
相
勤
来
候
。

一
南
沢
ノ
観
音
堂

一
野
明
沢
ノ
観
音
堂

一
辻
村
毘
沙
門
堂
（
⓱
ウ
）

一
辻
村
阿
弥
陀
堂

一
北
真
志
野
村
十
王
堂

一
大
熊
村
阿
弥
陀
堂

一
同
村
観
音
堂

一
同
村
薬
師
堂

　

右
八
ヶ
所
、
代
々
当
寺
に
て

　

入
仏
・
開
眼
等
い
た
し
来
候
。

　

若
他
院
よ
り
被
執
行
候
は
ゝ
、

　

構
之
先
規
之
通
、
従
当
寺

　

可
被
相
勤
。
件
之
堂
舎
、
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愚
老
代
ま
で
、
入
仏
・
開
眼
致
来
候
。

一
当
村
ノ
鎮
守
、
野
明
大
明
神

　

遷
宮
、
往
古
よ
り
当
寺
ニ

而
致

　

来
候
。
旧
例
の
こ
と
く
、
今

　

度
建
立
之
砌
、
愚
老

　

遷
宮
之
作
法
修
之
候
。

　

以
前
、
神
主
源
太
夫
有
之
候

　

節
も
、
遷
宮
之
儀
は
、
従

　

当
寺
勤
来
候
。
此
年
（
⓲
オ
）

　

貞
享
二
丙

寅
年

　

二
月
十
五
日
尊
智
代
也
。

　
　
　

時
之
役
人

　
　
　
　

藤
森
半
右
衛
門

　
　
　
　

関
沢
初
兵
衛

　
　
　
　

藤
森
惣
衛
門

　

右
之
通
、
棟
札
二
記
置
候
。

一
北
真
志
野
村
権
現

一
大
熊
村
七
御
社
護
神

一
同
村
荒
神

一
同
村
山
之
神

一
南
真
志
野
村
山
神

一
杉
沢
新
田
山
神

一
後
山
新
田
山
神

　

右
八
ヶ
社
、
当
寺
に
て
遷

　

宮
い
た
し
来
候
。

　

右
之
通
、
棟
札
ニ
記
置
候
。
代
々

　

之
住
持
、
先
規
之
通
、
棟
札

　

相
認
、
可
被
打
之
。
尤
再
度

　

帳
面
ニ
記
シ
置
。
断
絶
無
之
（
⓲
ウ
）

　

様
ニ
可
被
致
候
。
若
断
絶
於

　

有
之
は
、
当
寺
之
威
光

　

薄
ク
罷
成
候
間
、
能
々
可
被

　

得
其
意
候
。

　

当
寺
御
朱
印
紛
失
之
事

一
代
々
之
国
司
武
将
又
は

　

武
田
信
玄
公
迄
被
成
下
候

　

御
朱
印
、
其
外
書
翰
等
、

　

天
正
ノ
乱
ニ
致
紛
失
候
事
、

　

偏
ニ
御
惜
事
ニ
候
。
若
何
方
ニ

而
も

　

見
出
候
は
ゝ
、
金
銀
を
以
成
共

　

買
置
、
当
寺
之
什
物
ニ

　

可
被
致
候
。

                          

　

宗
門
一
札
之
事

一
当
寺
は
代
々
本
寺
格
ニ

而
、

　

宗
門
一
札
ニ

而
差
上
来
候
。（
⓳
オ
）

　

案
文
は
控
書
ニ
有
之
候
。

一
観
音
坊
弟
子
之
儀
、
其

　

在
所
之
役
人
方
よ
り
先
格
之
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通
送
手
形
取
置
、
当
寺

　

一
札
ニ
載
置
可
申
候
。

一
観
音
坊
住
職
之
儀
、
従

　

前
方
当
寺
弟
子
分
之

　

僧
差
置
来
候
間
、
以
後
他

　

院
之
弟
子
居
置
候
事
、

　

堅
可
為
無
用
候
。
若
当
寺
ニ

　

第
（
マ
マ
）
不
足
に
て
、
無
拠
願
有
之
は
、

　

先
よ
り
証
文
取
差
置
可
申
候
。

一
当
寺
開
基
、
大
化
元
乙

巳
年
よ
り

　

元
文
ニ
丁

巳
年
迄
、
凡
千
九
拾
三
年
成
。

一
中
興
憲
揄
法
印
遷

　

化
、
明
徳
元
庚

午
年
よ
り

　

元
文
二
丁

巳
年
迄
、

　

凡
三
百
四
捨
八
年
ニ
及
。

　

天
正
十
一
年
乙

亥
よ
り
百
五
拾
五
年
ニ
成
。

　
　

但
シ
元
文
二
丁

巳
年
迄
也
。（
⓳
ウ
）

　

右
此
記
録
は
、
従
往
古

　

当
寺
ニ
相
伝
候
を
、
愚
老

　

致
増
補
、
後
代
ニ
相
残
シ
候
。
若

　

虫
喰
損
さ
し
候
は
ゝ
、
重
而

　

書
直
し
、
後
住
江
可
被
相

　

譲
者
也
。

　

元
禄
七
甲

戌
年　

法
印
尊
智

　

四
月
十
五
日　
　
　
　

在
判

一
尊
智
法
印
書
写
被
成
候

　

御
記
録
、
及
磨
滅
候
故
、

　

愚
身
今
又
為
書
直
之
、

　

後
代
に
残
し
候
。
此
以
後

　

や
ふ
れ
損
し
候
節
、
筆
者

　

を
撰
為
写
之
。
一
句
片
言

　

も
古
記
と
相
違
無
之
様
ニ
相

　

認
、
当
寺
什
宝
に
可
被

　

致
者
也
。

元
文
二
丁

巳
年当
寺
現
住

法
印
恵
秀
○

四
月
二
日 　

慧
秀
（
花
押
）


